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  大学と地域博物館の連携による
文化財の保存・活用に関する研究 

 見　田　隆　鑑 

 はじめに 

 　筆者は令和元年度椙山女学園大学学園研究費助
成金（B）を受け、「地域博物館との連携による
文化財の保存と活用に関する研究」（研究代表者：
見田隆鑑）という研究課題に取り組み、令和3年
度にも同助成金（B）を受け、「大学と地域が連
携した文化財の保存・活用事業に関する実践的研
究」（研究代表者：見田隆鑑、研究分担者：栃窪
優二）という研究課題に取り組んだ。それぞれに
ついての簡単な研究成果報告書は公開されてい
る 1） が、本稿では各研究課題で行った具体的な内
容や研究成果を整理し、報告する。本文中では特
に令和元年度の研究課題を研究①、令和3年度の
研究課題を研究②と表記する。 

 1．研究背景と目的 

 　本研究は、大学と地域の博物館や寺院が連携し
て地域の文化財に関する調査や撮影を実施し、そ
の成果を社会へ発信するとともに、博物館におけ
る展示、教育普及活動の活性化、地域における文
化財の活用の活性化を目指すものである。文化財
が地域振興や観光振興を通じて、地方創生や地域
活性化に貢献している側面がある一方で、地域の
文化財を保存・継承する担い手の不足や文化行政
の予算削減、専門的な人材不足や文化財の相次ぐ

盗難や未曾有の災害など、文化財の保存・活用は
様々な課題も抱えている。 

 　こうした中、本研究は大学と地域の博物館や行
政、文化財を所有する寺院が連携して文化財調査
を行い、更には文化財に関する情報発信を行うこ
とを通して、地域に伝わる文化財の保存と活用の
促進を目指すものである。本研究を通して、大学
側は博物館の仲介のもとで地域の文化財調査、映
像記録の制作に関わる機会を獲得し、その成果を
所蔵者や博物館等に提供することで、文化財が持
つ情報が地域へと還元され、博物館や地域の活動
の活性化に役立ててもらうことが可能となると考
えた。 

 　今回、研究①で連携を図った博物館は一宮市博
物館で、博物館に隣接する臨済宗妙心寺派の寺院、
妙興報恩禅寺（以下、妙興寺）の未指定の仏像の
調査や仏画、禅僧の墨蹟等のデジタル化を中心に
作業を進めた。 

 　また、研究②は、研究①のように特定の寺院に
おける文化財のアーカイブを対象にしたものでは
ないが、地域に伝わる仏像の映像記録の制作とイ
ンターネットでの配信を中心に、大学と地域が連
携した形での文化財の保存・活用事業の活性化を
目指した。また研究②では映像制作やナレーショ
ンに学生が参加して情報発信を行うことで、若い
世代にも地域の文化財について関心を持ってもら
えることを期待した。 

 　研究②で連携を図ったのは、博物館では蟹江町
歴史民俗資料館で、蟹江山常楽寺龍照院（以下、
龍照院）の仏像の映像記録の制作とYouTube及び
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筆者が管理する「地域文化・仏像バーチャルミュー
ジアム」のホームページでの映像配信を行った。
また、博物館との連携ではないが、名古屋市昭和
区にある八事山興正寺（以下、興正寺）の銅造大
日如来坐像（2軀）の映像記録も制作し、先の龍
照院と同じ形で映像配信を行った。研究②で行っ
た映像記録の制作と公開では、共同研究者である
栃窪優二氏（椙山女学園大学文化情報学部教授）
及び栃窪ゼミの学生たちの協力を得た。 

 　本研究での調査や撮影を通して得られた文化財
のデータ及び映像記録などの成果物は、地域及び
所蔵者に還元し、地域の博物館や文化財関係部署、
寺院で今後活用を図ってもらえるようにした。以
下にそれぞれの内容等について報告する。 

 2． 研究①：一宮市・妙興寺所蔵の
仏像・仏画の調査に関する報告 

 　妙興寺の文化財に関しては、本研究より先に妙
興寺の仏像及び肖像彫刻の映像記録の制作で関わ
りを持っており、その際にも妙興寺執事小川国夫
氏、一宮市博物館及び同館学芸員の石黒智教氏、
妙興寺の塔頭・來薫院住職の平松良順氏を中心に
仲介をして頂いており、妙興寺住職の稲垣宗久氏
のご理解を頂き映像記録の制作と公開を行うこと
ができた。本研究もその流れの中で進められた形
である。妙興寺における映像記録の制作について
は既に報告している 2） が、⑴仏殿の釈迦三尊像、
⑵開山堂の大照禅師坐像、大応国師坐像、⑶方丈
の如意輪観音菩薩坐像、⑷勅使門、三門と三門楼
上の仏像、⑸仏殿の妙興寺創建以前の仏像（天部
像）の他、妙興寺の塔頭寺院である來薫院の聖観
音菩薩坐像、耕雲院の大日如来坐像と不動明王立
像の計8本の映像記録を制作し、公開している。 

 2 ― 1． 妙興寺所蔵「絹本著色仏涅槃図」の
デジタル化 

 　妙興寺が所蔵する「絹本著色仏涅槃図」（鎌倉

時代、重要文化財）【図版1】は、縦332.6cm、横
290.2cmという全国的にも規模の大きな涅槃図
で、制作当初は京都の泉涌寺にあり、室町時代中
期以降は妙興寺に伝わっていたことが墨書や室町
時代の本図の由来と修理記録・奉加者を書いた紙
などの情報から確認できる作品である。本作品の
カラー図版や解説は『愛知県史　別編　文化財2

　絵画』に収録される渡邉里志氏の作品解説が詳
しい 3） 。 

 　本作品は、令和元（2019）年5月24日から26

日までの3日間、一宮市博物館で公開された 4） が、
本作品が重要文化財であることや、その保存状態
から長期間展示することが難しい作品である。本
作品については、これまで表装を含めた全体図や
本紙の全体図については十分な写真撮影が行われ
ていないということであった為、本作品の高精細
なデジタルデータを記録して後世に残すこと、ま
たそのデータは単なる記録写真ではなく、本作品
のレプリカを制作する際や博物館での展示及び教
育普及活動での利用に資する形での記録を行うこ
とを目標とした。 

 　ただし、本作品の保存状態から懸けた状態で撮
影することは作品自体に負荷をかけることから、
作品を床に広げ、天井から全体像を撮影すること

【撮影スタジオの様子】
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が可能なスタジオを有し、また撮影者も文化財の
撮影に経験豊かなカメラマンである必要があるこ
とから、過去に筆者が関係した愛知県豊田市や同・
知立市の市史編さん事業で文化財の撮影を担当
し、現場での作業を通して面識のあったアイラン
ドスタジオの山木田時夫氏に依頼することにした。 
 　撮影にあたっては一宮市博物館から名古屋市内
にあるスタジオまでの往復移動が必要になること
から、一宮市博物館学芸員の石黒智教氏に移動を
伴う撮影にあたっての諸手続や日本通運の美術輸
送の手配を依頼し、博物館とスタジオ間の輸送を
含め、終日撮影に立ち会って頂いた。 

 　撮影は【図版1】のような本作品全体の1カッ
トだけではなく、全体を4分割と9分割で撮影し、
それらのデータを繋ぐことで縦3メートルを超え
る大幅のレプリカ制作にも耐えるデータを記録し
た。撮影したデータは、所蔵者である妙興寺とと
もに一宮市博物館に寄贈した。 

 2 ― 2． 妙興寺所蔵の仏像（未指定）に関す
る調査と撮影 

【彫刻作品の撮影風景】

 　妙興寺は、先に紹介した映像作品に記録した文
化財指定を受けた仏像や肖像彫刻を数多く所蔵し
ているが、文化財指定を受けたもの以外にも未指
定の仏像を所蔵している。それらの作品も可能な

限り実査を行い、基礎的なデータ及び写真データ
を残しておくことが必要であると考えた。 

 　今回はそのすべてを調査・撮影できたわけでは
ないが、⑴足利尊氏の母親（上杉清子）の念持仏
とされる厨子入り観音菩薩立像（髻観音）、⑵銅
造釈迦誕生仏、⑶木造南無仏太子立像、⑷木造布
袋和尚坐像、⑸木造韋駄天立像の計5軀を実査し、
先の「仏涅槃図」と同様に、山木田氏に撮影を依
頼し、デジタルカメラで通常の文化財調査時と同
様に正面、側面、背面、像底など多方向からの撮
影を行った  5） 。ここでは各尊像の基礎情報を整理
し、写真資料とともに紹介する。 

 ⑴厨子入り観音菩薩立像（髻観音）【図版2～ 5】 
 像高　4.3cm　一木造、素地 

 （形状） 

 宝髻をあらわし、頭飾（別製）、冠繒（別製）
をあらわす。 

 条帛、腰布、裙を着け、両肩から天衣を垂下す
る。右手は屈臂して印相をあらわし、  左手は屈
臂して持物（蓮の茎か）を執り、蓮華座上に立
つ。 

 頭光（輪光）とともに頭光・身光からなる二重
円光をあらわす。 

 （品質構造） 

 頭頂部から台座蓮肉部分まで、天衣も含めて一
材より彫出する。 

 冠飾、冠繒、持物（現状、蓮の葉の部分を残す）、
輪光、二重円光部分は金属製。 

 （保存状態） 

 右手部分が欠損し、接着剤のようなもので補修
されている。 

 台座の蓮弁は殆ど欠損する。 

 像本体と厨子・台座は時代が異なる。また、現
状のガラス製の宝珠形容器は、厨子などに比し
てより時代の新しいものと見られる。 

 （備考） 

 本像は、寺伝では足利尊氏の母（上杉清子）が
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所持した観音像で、足利義教により妙興寺に施
入されたものとする。この伝承の通りであれば、
鎌倉時代から室町時代初期の作品ということに
なるが、制作年代については検討を要し、妙興
寺への施入記録など本像の来歴を裏付ける史料
を確認する必要がある。また、昭和期に大渕老
師〔河野宗寛氏〕（1901～ 1970）によって記さ
れた伝承が何を根拠に書かれたものかも検討を
要する。 

 ⑵銅造釈迦誕生仏【図版6～ 8】 
 鋳造　江戸時代 

 総高　15.3cm　台座幅　4.7cm　
台座奥行　4.6cm 

 （形状） 

 螺髪、白毫相をあらわす。肉髻の盛り上がりは
あらわさない。上半身裸形、下半身に裙を着け、
右手は腕を上げ人差し指で天を差し、左手は垂
下して人差し指で地を差し、円錐台形の台座上
に立つ。 

 （保存状態） 

 現状、右手首先が折損し、補修されている。 

 （備考） 

 本像は現在も妙興寺で行われている仏事で使用
されている。 

 ⑶木造南無仏太子立像【図版9～ 12】 
 ヒノキ材、割矧造、漆塗　鎌倉時代後期～南北
朝時代 

 像高　33.0cm　頭頂－顎下　7.7cm 

 面幅　4.8cm　面奥　6.3cm　耳張　6.6cm 

 肩張　9.7cm　肘張　11.3cm 

 胸奥（右）5.7cm（左）5.6cm　腹奥　6.0cm 

 裾張　12.3cm 

 台座　幅16.9cm　奥行　14.0cm　高さ　8.2cm 

 （形状） 

 円頂相、上半身裸形で、下半身に裙を着け、胸
前で合掌する通形の南無仏太子像。 

 （品質構造） 

 頭体幹部は、両腕肘まで含む縦一材より彫出し、
前後に割る。 

 前面材の面部を割り、玉眼を嵌入する。 

 割首とし、両肩でも割る。 

 合掌手をあらわす肘先は別材を矧ぐ。 

 両裾先に別材を矧ぐ（右裾奥部分欠失）。 

 （保存状態） 

 合掌手をあらわす肘先は後補。 

 右裾奥部分を欠失する。 

 （備考） 

 　妙興寺は聖徳太子関係では、「絹本著色聖徳
太子講讃図（勝鬘経講讃図）」（一宮市指定文化
財）を所蔵する。この講讃図は南北朝時代（14

世紀）頃のものと考えられている 6） 。 

 　妙興寺の信仰の中に聖徳太子信仰があるのか
どうかは尚検討を要するが、聖徳太子信仰に関
連する彫刻と絵画が伝わる点は注目される。
　一宮市内の南無仏太子像の作例には、妙興寺
像の他に頓受寺（真宗大谷派）の南無仏太子像
（南北朝時代、一宮市指定文化財）があるが、
この像は大正15年に大阪四天王寺秋野坊所蔵
のものが頓受寺へ移されたものとされる。尾張
地域では稲沢市・性海寺（真言宗智山派）に鎌
倉時代中期の南無仏太子像（像高50㎝、愛知
県指定文化財）が伝わっている。
　愛知県内に視点を広げると、岡崎市・満性寺
（真宗高田派）に鎌倉時代末の南無仏太子像（像
高70㎝、愛知県指定文化財）、半田市・雲観寺（真
宗大谷派）に鎌倉時代末の南無仏太子像（像高
69.2㎝、半田市指定文化財）、西尾市・善福寺（真
宗大谷派）に室町時代の南無仏太子像（像高
50.5㎝、西尾市指定文化財）、豊田市・明誓寺（真
宗大谷派）に江戸時代の南無仏太子像（像高
40.6㎝、豊田市指定文化財）などがある。南無
仏太子像については筆者自身が周辺地域の網羅
的な調査を出来ているわけではないので、他に
も作例があると思われるが、指定文化財になっ
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ている多くの尊像が真宗寺院に安置され、尾張
地域の妙興寺像と性海寺像が現在、真宗以外の
寺院で南無仏太子を所蔵する事例と言える。ま
た、サイズを概観した時、像高33㎝の妙興寺
像はやや小ぶりな尊像であることが分かる。
　妙興寺の仏像や仏画には寺外から伝わったも
のもあることから、南無仏太子像もそうした尊
像の一体である可能性もあるが、中世の妙興寺
における聖徳太子信仰や舎利信仰の姿を伝える
尊像である可能性もあるため、その来歴につい
ては今後も検討する価値がある。 

 ⑷木造布袋和尚坐像【図版13～ 19】 
 一木造　　南北朝時代～室町時代 

 像高　9.0cm　頭頂－顎下　5.2cm 

 耳張（耳朶）5.5cm　面幅　3.4cm　面奥　4.5cm 

 最大幅　15.5cm　最大奥　13.2cm 

 （形状） 

 僧形。耳朶を大きくあらわし、口を少し開けて、
笑みを浮かべてやや上を見上げる相貌。 

 肥大した体をあらわし、上衣がはだけて胸腹部
が露出し、左脇に下ろした布袋にもたれかかる
ような形でゆったりと坐す。 

 （品質構造） 

 頭体部、膝前部分それぞれ横一材より彫出する。 
 面部を割り、玉眼を嵌入する。 

 （保存状態） 

 鼻先、舌先、右足先（親指、第2指）、右手指
先を欠失。右手の持物を欠失。 

 欠失する持物は、現状柄の部分が残存すること
から、「扇」と思われる。 

 （備考） 

 ・ 像底に大渕老師〔河野宗寛氏〕（1901～ 1970）
によって書かれた「開山大応国師所持　布袋和
尚木像」の紙が貼り付けられている。 

 ・ 現状は座布状の台座と、方形の台座を伴う形で
厨子内に納められている。方形の台座裏には、
「永享五癸丑五月日回陽軒」の墨書があり、こ

の台座が室町時代の永享5年（1433）に制作さ
れた可能性があるが、この台座の天板には方形
の枘穴が設けられており、この枘穴と現状、布
袋坐像が置かれる座布状の台座や本体との関連
性が認められないことから、台座部については
どこかの段階で本像に転用されている可能性が
あり、この墨書銘を本像の制作年代と関係づけ
る必要はないように思われる。また、墨書は2

つあり、片方は文字が薄くなっていることから、
現在はっきりと読むことができる墨書は当初書
かれてあった墨書を写したものと受け取れる。 

 ・ また、本像は南浦紹明（大応国師）〔1235 ―
 1309〕が所持したものとする伝承があり、過去
の展覧会図録 7） でも制作を中国・宋代としてい
るが、本像は面部を割って玉眼を嵌入すること
からも日本での制作と考えた方がよいようにも
思われる。ただし、国内の作例も本像以外に同
時代の類例を知らず、どのような背景から本像
のような小型の布袋和尚坐像が制作される必要
があったのかなど検討すべき課題を残している。 

 ⑸木造韋駄天立像　【図版20～ 25】 
 ヒノキ材、寄木造、彩色　桃山時代～江戸時代 

 総高　66.7cm（天衣～足下） 

 像高　61.4cm（現状）髪際高　57.5cm 

 頭頂－顎下　12.6cm（現状）髪際－顎下　8.0cm 

 面幅　7.3cm　面奥　9.9cm 

 肘張　23.9cm　胸奥（中央）15.0cm　
腹奥　16.7cm 

 袖張　24.9cm　裾張　31.1cm 

 天衣の張　29.8cm（上部）36.3cm（下部） 

 足先開（内）10.0cm（外）18.0cm 

 （形状） 

 獣面をあらわす兜を被り、大袖衣、袴、獣皮を
着け、甲冑、籠手を身につけ、沓を履く。 

 胸前で合掌し、金剛杵を両腕部分に懸ける形で
載せる。 

 （品質構造） 
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 彩色の為、詳細は不明だが、頭体幹部は前後二
材矧ぎ、両袖部、両手肘先、両足先、天衣部に
別材を矧ぐものと見られる。持物（金剛杵）も
別材。 

 （保存状態） 

 兜頂部を欠失する。 

 両手肘先（合掌手）は後補。 

 現状、天衣は本体に釘打ちされている。 

 台座は後補。 

 両足枘のうち、左足枘は生きているが、右足枘
は台座内で割損し、台座部分から突き出した枘
の割損部が右足裏にささる形で自立を補助して
いる状態である。 

 （備考） 

 　韋駄天立像は、推定される制作年代からも天
正18（1590）年に豊臣秀次（あるいは秀吉）
によって京都・妙心寺から南化玄興（1538 ―
 1604）が招聘されて妙興寺が再興されていく時
期に制作された尊像の一体かと考えられる。 

 2 ― 3．妙興寺所蔵の墨蹟のデジタル化 
 　先の仏像の調査・撮影時に、一宮市博物館の学
芸員より妙興寺が所蔵する禅僧の墨跡について
も、デジタルデータを残しておきたいという要望
があり、仏像の撮影と合わせて数点撮影を実施し
た。先の仏像とは異なり、墨蹟そのものについて
は調査を行う形ではなく、展覧会図録などに利用
できるデジタルデータを記録することを目的とし
た。撮影を行った墨蹟は以下の6点である。 

 ⑴伝法相承次第　　　　⑵特芳禅傑禅師墨蹟
⑶峰翁祖一禅師墨蹟 　　 ⑷妙興寺文書寄進状
⑸滅宗宗興禅師墨蹟　　⑹滅宗宗興文書目録 

【掛軸の撮影風景】

 3． 研究②：蟹江山常楽寺龍照院の
仏像に関する映像記録の制作と
公開 

 　研究②において、蟹江町で仏像の映像記録の制
作を行った背景には、筆者が令和2年9月から蟹
江町文化財保存活用地域計画作成協議会の委員を
引き受けていることもあるが、龍照院の仏像の映
像記録の撮影にあたっては、蟹江町歴史民俗資料
館の大野麻子氏に協力を頂き、重要文化財である
秘仏・木造十一面観音菩薩立像と蟹江町指定文化
財である大日堂の木造大日如来坐像の映像記録の
制作を行うことができた。 

 ⑴ 十一面観音菩薩立像～蟹江町・龍照院～
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（4分30秒） 

 ⑵大日如来坐像～蟹江町・龍照院～（3分15秒） 8）

 　蟹江町にある指定文化財（彫刻）のうち、仏像
は龍照院の2体の他、安楽寺の木造薬師如来立像
（町指定文化財）を合わせた計3件で、まずは重
要文化財を含む龍照院の仏像2体を映像記録制作
の対象として選択した。撮影にあたってのコー
ディネーター及び撮影用の台本の制作を筆者が、
撮影・編集は共同研究者である栃窪優二氏が担当
し、撮影補助、ナレーション、音声には栃窪ゼミ
の学生が参加している。 

 　このうち、木造大日如来坐像の映像記録につい
てはYouTube及び筆者が管理する「地域文化・仏
像バーチャルミュージアム」というホームペー
ジ 9） で一般公開した。木造十一面観音菩薩立像に
ついては映像記録は制作したが、公開過程での寺
院とのやり取りの中で「秘仏」という信仰上の位
置づけや、地域の人たちの信仰への配慮から
YouTube等インターネット上での一般公開は避け
ることとなった。ただし、今後、所蔵者である寺
院もしくは地域の中で限定して映像記録を活用す
る機会がある可能性もあることから、2体の映像
記録を収録したDVDを寺院及び蟹江町歴史民俗
資料館に寄贈する形を取った。 

 　重要文化財となっている木造十一面観音菩薩立
像は、過去に詳細な調査や保存修理が行われ、基
本情報や図版も刊行物を通して既に報告されてい
る 10） が、木造大日如来坐像はこれまで十分な調
査は行われておらず、過去の修理を通して尊容な
ども変化していることから、今回のような映像記
録の制作だけではなく、今後精査及び写真撮影を
行い、基本情報の取得をはじめ構造や保存状態に
関する情報も整理しておく必要がある。 

 4． 研究②：八事山興正寺の銅造大
日如来坐像（総本尊、試仏）に
関する映像記録の制作と公開 

 　興正寺（名古屋市昭和区）の銅造大日如来坐像
（総本尊）の映像記録の制作は、これまで制作を
行ってきた名古屋市内の仏像を記録してきた名古
屋市仏像シリーズ 11） の流れに位置づけられる作
品である。「名古屋三大仏」と呼ばれる仏像のう
ち名古屋市中区・栄国寺の木造阿弥陀如来坐像（鎌
倉時代、愛知県指定文化財）、同熱田区・雲心寺
の木造阿弥陀如来坐像（江戸時代、名古屋市指定
文化財）は既に映像記録の制作と公開ができてい
たが、撮影を残していた最後の一体について今回
映像記録を残すことができた。撮影した2体の銅
造大日如来坐像（総本尊、試仏）はともに名古屋
市指定文化財となっている。先の蟹江町・龍照院
と同様に、撮影にあたってのコーディネーターお
よび撮影用の台本の制作を筆者が、撮影・編集は
共同研究者である栃窪優二が担当し、撮影補助、
ナレーション、音声には栃窪ゼミの学生が参加し
ている。 

 　撮影にあたっては興正寺及び興正寺で文化財等
を扱っている職員の方の協力を頂き、通常公開さ
れていない総本尊の背面に刻まれた銘文（「大願
主従二位権大納言 /源光友朝臣 /維時 /元禄丁丑歳
孟夏大吉祥日 /當寺中興本願天瑞圓照謹銘之 /娑
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婆世界四天下南贍部洲 /大日本國尾陽愛知郡八事
山 /遍照院興正律寺本尊 /大日如来」）や試仏と呼
ばれる総本尊制作時の雛形の姿も映像に収めて比
較できるようにし、それぞれの姿を広く公開する
ことができた。 

 　■ 銅造大日如来坐像～名古屋・八事山興正寺～
（5分00秒） 12）  

 おわりに 

 　以上、簡潔ではあるが令和元年度と令和3年度
の研究活動の内容とその成果報告をまとめた。今
後の展望として、地域での文化財調査を持続的に
進めていく為には、相応の予算の獲得が必要であ
ることを感じている。特に地域に伝わる仏像の保
存・活用の状況は、行政がその必要性についてど
のくらい認識を持ち、予算を割り当てるかによっ
ても取り組み方に大きな差が生まれているように
思われる。 

 　また、実際に調査等を進めていく上で、地域の
博物館や文化財関係部署と文化財所有者である寺
社との関係性が過去から現在に至るまでどのくら
い育まれ、信頼関係が築かれているのかも極めて
重要なポイントと言える。今回の研究成果も筆者
ら大学サイドが直接寺院と交渉しても調査撮影や
映像記録の制作・公開は不可能であったと思われ、
地域の仲介者と寺院との信頼関係により実現でき
たものと考えている。 

 　地域の中で文化財調査を計画的に実施し、資料
写真を含めた基礎的なデータを所蔵者や周辺の博
物館、行政の担当部署に残すことは非常に大切な
ことで、自身の他の研究活動の中でも、過去に何
らかの調査が実施されていても作品に関する基本
的なデータや写真が地域に残されておらず、資料
の照会を行った際に過去の展覧会図録の作品解説
や市町村史あるいは地域で編さんされた文化財案

内等の作品解説のコピーやPDFが提供されるこ
とがある 13） 。 

 　また、地域に伝わる仏像の基礎的な調査につい
ても、過去の郷土史編さん時に行われた調査以降
は実施されていない場合もあり、デジタル化の時
代となり新たに文化財関係のホームページが設け
られインターネット上で紹介される場合にも過去
の間違った情報がそのまま紹介欄で公開されてし
まうものも見られる。また、地域の文化財の中に
は、専門家が調査や評価を行っていない場合もあ
り、文化財指定の基準や指定の根拠が不明瞭なも
のも見受けられ、改めて調査を実施することで過
去に見落とされた優れた作品が再確認されること
も多く、特に近年は仏像の盗難や未曾有の災害に
よる被害もあることから、学術的な調査の実施は、
そうした被害から地域の貴重な仏像を守る為にも
大切なこととも言える。 

 　令和5年4月1日から施行される改正博物館法
では、第3条第1項第3号に博物館が行う事業と
して、「博物館資料に係る電磁的記録を作成し、
公開すること。」が加わり、博物館に期待される
役割の変化の中で、デジタルアーカイブが博物館
の一つの事業として求められ、所蔵資料等のデジ
タル化とその公開によって、博物館資料の保存と
活用を図ること、またデジタルアーカイブの活用
を通して新たな知的創造へと繋げることが求めら
れるようになる。こうした事業もすべての博物館
法下にある博物館が足並みを揃えてできるもので
はなく、各館の事情によりその活動には差異が生
まれることが予想され、博物館におけるデジタル
データの保存とその利活用やデジタルアーカイブ
の構築と公開に関しては、今後様々な課題が浮彫
になってくるのではないかと思われる。 

 　今回のような大学と地域博物館あるいは地域の
文化財所有者が連携して実施した調査撮影時に記
録したデジタルデータが、微力ではあるものの地
域博物館でのデジタルアーカイブ構築の一助にな
れば理想的であり、地域から発信されるデジタル
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アーカイブの発展によって結果的に市町村レベル
でしか知られていないような仏像の情報がより広
く知られること、また検索を通して知ることがで
きるようになることは、国内の仏像研究そのもの
の進展にも大きな力となるものと考えられる。 

 　デジタルアーカイブの公開など、地域の文化財
に関する情報発信を一つのプレゼンテーションと
して捉えるのであれば、まずは⑴公開する側が正
しい情報を発信し、その内容が利用者に正確に届
くこと、その上で⑵利用者に地域に残されてきた
文化財に何らかの魅力を感じてもらい、その心を
動かすこと、そして⑶そのことが結果的に利用者
の何らかのアクションや新しい創造へと繋がって
いくことが大切であろう。その最初の部分におい
て今後も計画的に予算を獲得しながら、大学サイ
ドが貢献していくことができたらと考えている。 

 　地域に伝わる文化財の積極的な活用が言われな
がらも、具体的にどのような形で活用を図ればよ
いのか、文化財の持つ情報を広く発信する場合に
も何をどのような形で発信すればよいのかといっ
た課題を担当部署が抱えているケースもあるが、
文化財を地域へのインバウンドを期待した文化資
源や観光資源として活かすことだけを重視するの
ではなく、今後は文化財を通して地域の人たちが
身近な地域の歴史・文化を知り、自分たちが住む
地域に誇りを持つことができる機会を作ること、
地域の歴史・文化などに関心のない世代の人たち、
そして次世代を担う後継者（子供たち）にも届く
ような情報発信のあり方を検討していくことも重
要な課題と言える。 

 注 
 １） 令和元年度【学園研究費助成金〈B〉】研究成果報告
書　https://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/news/assets/docs/
gakuenken_B_2019_21.pdf 
 令和3年度【学園研究費助成金〈B〉】研究成果報告書　
https://www.sugiyama-u.ac.jp/univ/gakuenken_B_2021_18.
pdf  〈最終アクセス日2022年10月23日〉 

 ２） 「地域とともにつくる地方仏の映像アーカイブとその
普及・活用に関する研究」共著　2020年3月『椙山女学

園大学研究論集』第51号　社会科学篇、pp. 39 ― 56。 
 ３） 愛知県史編さん委員会『愛知県史　別編　文化財2　
絵画』（愛知県、平成23年3月）、pp. 126 ― 127。 

 ４） 令和元年5月17日報道発表「妙興寺所蔵・国指定重要
文化財　絹本著色仏涅槃図」の公開のお知らせ　https://
www.c i ty. i ch inomiya .a i ch i . j p / sh ise i /houdouhapp
yo/1011115/1027329/1028952/1029386.html  〈最終アクセ
ス日2022年10月23日〉 

 ５） 妙興寺での調査撮影は2020年2月10日に行った。調
査には來薫院住職・平松良順氏の協力を頂き、仏像及び
墨蹟の撮影は山木田時夫氏（アイランドスタジオ）に依
頼した。 

 ６） 『聖徳太子　時空をつなぐものがたり』（中之島香雪美
術館、2020年）、p. 139、p. 196参照。 

 ７） 『特別展　妙興寺展』（一宮市博物館、平成26年）pp. 
83 ― 84。 

 ８） 大日如来坐像～蟹江町・龍照院～　https://youtu.
be/591UYw1cnBc〈最終アクセス日2022年10月23日〉 

 ９） 「地域文化・仏像バーチャルミュージアム」https://
bjvm.ci.sugiyama-u.ac.jp〈最終アクセス日2022年10月23
日〉 

 10） 『日本彫刻史基礎資料集成　平安時代　造像銘記篇第
四巻』（中央公論美術出版、昭和42年）、『愛知県史　別
編　彫刻』（愛知県、平成25年）。また、映像が公表さ
れているものでは、『TV見仏記9　岐阜／名古屋編』
（ジュネオンエンタテイメント株式会社、2007年）がある。 

 11） 名古屋市内の仏像では、七寺（中区）の木造観音菩薩・
勢至菩薩坐像、観聴寺（熱田区）の鉄造地蔵菩薩立像、
栄国寺（中区）の木造阿弥陀如来坐像、同・釈迦如来立
像、同・阿弥陀如来坐像（半跏踏み下げ像）、雲心寺（熱
田区）の木造阿弥陀如来坐像、願成寺（中村区）の木造
金剛力士立像について映像記録を制作・公開している。 

 12） 仏像シリーズ　名古屋・興正寺の大日如来坐像　
https://youtu.be/v332WkTavsY〈最終アクセス日2022年
10月23日〉 

 13） 過去の調書や写真などは諸々の権利などから取り扱い
が難しい部分があり、誰もが閲覧利用できる形にするこ
とは難しく、また世代交代の中でそうした資料をどの程
度、次世代の職員に引き継げているかも差があるように
思われるが、個人的には調査に関わった作品に関しては、
所蔵者や地域の博物館や文化財担当部署が必要に応じて
自由に活用できるような情報（基礎データ及び画像デー
タ、映像記録）を提供し、将来的により多くの人たちが
利用できる形での成果報告を行いたいと考えている。 
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【図版1】　妙興寺所蔵・仏涅槃図
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【図版2】　厨子入り観音菩薩立像（髻観音）全体

【図版3】　観音菩薩立像（正面） 【図版4】　同（右斜側面） 【図版5】　同（左斜側面）
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【図版6】　釈迦誕生仏（正面） 【図版7】　同（背面）

【図版8】　同（像底）
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【図版12】　同（左側面）

【図版10】　同（背面）

【図版11】　同（右側面）

【図版9】　南無仏太子立像（正面）
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【図版13】　布袋和尚坐像（正面）

【図版15】　同（右側面）

【図版17】　同（背面）

【図版19】　台座裏面の墨書銘

【図版14】　同（斜側面）

【図版16】　同（左側面）

【図版18】　同（像底）
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【図版23】　同（左側面）

【図版21】　同（背面）

【図版22】　同（右側面）

【図版20】　韋駄天立像（正面）



94

見田隆鑑／大学と地域博物館の連携による文化財の保存・活用に関する研究

【図版24】　同（斜側面）

【図版25】　同（像底）


